
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

グ
グ
ル
ー
プ
の
経
過
報
告
と
し
て
、
取
組

進
行
管
理
と
推
進
体
制
等
を
一
新
す
る
も

第

回
再
生
普
及
小
委
員
会

の
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
「
再

の
で
、
次
の
５
カ
年
に
向
け
、
委
員
に
よ

24

生
普
及
行
動
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

る
意
見
交
換
と
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
題
し
、
第
３
期
釧
路
湿
原
自
然
再
生
普

及
行
動
計
画
（
案
）
等
が
事
務
局
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

月

日
（
金
）
、
釧
路
湿
原
自
然
再

12

19

生
協
議
会

第

回
再
生
普
及
小
委
員
会

星
章
を
つ
け
た
林
業
機
械

①

24

が
釧
路
地
方
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

昨
年
、
大
学
生
の
皆
さ
ん
が
パ
イ
ロ
ッ

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
に
は
、
湿

ト
フ
ォ
レ
ス
ト
を
見
学
で
訪
れ
た
時
の
こ

原
再
生
、
旧
川
復
元
、
森
林
再
生
、
水
循

と
で
す
。
管
理
棟
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

環
、
再
生
普
及
、
土
砂
流
入
の
６
つ
の
小

レ
ス
ト
造
成
時
の
記
録
映
像
を
見
て
も
ら

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

い
、
当
時
活
躍
し
た
林
業
機
械
を
展
示
し

再
生
普
及
小
委
員
会
は
、
自
然
再
生
の

て
あ
る
機
械
庫
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
昔

各
実
施
計
画
を
専
門
的
に
取
り
扱
う
森
林

の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
大
人
気
と
な
り
、
い

再
生
小
委
員
会
等
の
５
つ
小
委
員
会
と
は

ろ
い
ろ
な
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。

別
に
、
自
然
再
生
事
業
全
体
を
と
お
し
て

学
生
さ
ん
に
は
、
か
な
り
の
老
頭
児
に

市
民
参
加
や
環
境
教
育
を
進
め
て
行
く
取

見
え
た
の
で
し
ょ
う
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ

組
の
立
案
や
推
進
方
策
を
協
議
す
る
場
と

ォ
レ
ス
ト
造
成
時
と
い
え
ば
、
私
の
生
ま

な
っ
て
い
ま
す
。

れ
る
前
の
こ
と
。
ま
た
、
機
械
音
痴
の
た

な
お
、
再
生
普
及
小
委
員
会
に
は
、「
再

め
答
え
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

生
普
及
行
動
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

そ
こ
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
林
業
機

プ
」
と
「
環
境
教
育
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

械
の
歴
史
を
勉
強
す
る
こ
と
に
し
ま
し

プ
」
の
２
つ
が
設
置
さ
れ
、
活
動
し
て
い

た
。

ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
本
を
読
ん
で
も
、
高

ち
な
み
に
、
釧
路
湿
原
の
自
然
再
生
と

性
能
林
業
機
械
等
が
中
心
に
書
か
れ
て
い

地
域
・
市
民
を
つ
な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
れ
は
、
釧
路
湿
原
の
自
然
再
生
に
か

て
、
あ
ま
り
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

を
広
げ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ワ
ン

か
る
環
境
教
育
や
市
民
参
加
を
推
進
す
る

な
時
、
役
立
っ
た
の
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の

ダ
く
ん
と
グ
リ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
で
、
お
馴
染

た
め
の
５
年
計
画
で
、
現
行
の
第
２
期
釧

蔵
書
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
カ
ビ
臭
く
、

み
の
釧
路
湿
原
の
保
全
や
再
生
に
関
わ
る

路
湿
原
自
然
再
生
普
及
行
動
計
画
（
平
成

健
康
を
損
な
う
恐
れ
の
あ
る
年
代
物
の
林

活
動
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ

年
度
～
平
成
年

年
度
）
が
終
期
を
迎

業
の
専
門
書
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

22

26

と
が
で
き
る
「
ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
・
プ
ロ

え
る
た
め
、
第
２
期
計
画
を
継
承
し
つ
つ
、

そ
の
中
の
一
冊
、
『
林
業
機
械
化
ハ
ン

ジ
ェ
ク
ト
」
は
活
動
の
一
つ
で
す
。

新
た
な
目
的
を
盛
り
込
み
、
２
つ
の
ワ
ー

ド
ブ
ッ
ク
』（
３
Ｍ
研
究
会
編

林
業
機
械

今
回
の
小
委
員
会
で
は
、
再
生
普
及
行

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
変
更
、
ワ
ン
ダ
グ
リ

化
協
会

発
行

昭
和

年
２
月

日
）
の

39

15

動
計
画
、
環
境
教
育
、
２
つ
の
ワ
ー
キ
ン

ン
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
変
更
等
、

林
業
機
械
化
の
沿
革
の
項
に
は
、
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「
戦
前
に
お
い
て
は
全
く
実
験
的
に
輸
入

昭
和
初
期
ま
で
、
工
兵
の
装
備
し
て
い

・
使
用
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

た
木
工
器
材
は
、
鋸
、
鎌
、
鉈
、
斧
な
ど

が
、
終
戦
後
の
昭
和

年
、
当
時
進
駐
し

の
臂
力
器
材
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

23

て
い
た
米
軍
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し

｜

（
こ
れ
だ
と
森
林
事
務
所
の
装
備
と
変

て
い
る
の
を
み
て
、
ま
ず
富
士
産
業
三
鷹

ソ

わ
り
ま
せ
ん
）

工
場
が
は
じ
め
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
国
産

ン

昭
和
７
年
頃
か
ら
、
工
兵
器
材
の
研
究

化
に
の
り
出
し
た
。
初
の
国
産
機
は
２
馬

｜

開
発
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
兵

力
、
重
量

で
、
米
軍
使
用
の
も
の
で

ェ

器
の
発
達
に
つ
れ
て
、
工
兵
器
材
に
つ
い

30
kg

す
ら
米
国
本
土
に
お
い
て
重
す
ぎ
る
と
い

チ

て
も
新
考
案
を
採
用
し
、
作
業
能
力
の
増

わ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
工

産

大
と
、
軍
の
機
動
に
追
随
す
る
こ
と
が
要

場
で
鋭
意
製
作
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

国

求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
器
材
全
般
に
わ

日
本
人
に
と
っ
て
は
重
す
ぎ
る
の
と
、
機

の

た
る
動
力
化
に
と
も
な
い
、
木
工
器
材
と

械
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ

期

し
て
、「
動
力
伐
採
機
」
、「
動
力
製
材
機
」

ま
り
普
及
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

初

が
開
発
、
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
昭
和

年
に
な
っ
て
著
し
く

28

進
歩
し
た
米
国
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
輸
入

１
月
・
２
月
の
予
定

さ
れ
、
重
量
も
軽
く
、
使
用
結
果
も
よ
く
、

引
続
き
多
量
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

な
る
ほ
ど
、
国
産
機
は
戦
後
作
ら
れ
た

＊
１
月

日
（
木
）
～

日
（
金
）

29

30

た
の
で
、
こ
こ
で
欧
米
各
種
の
チ
ェ
ー
ン

の
か
と
思
い
き
や
、
前
述
の
『
林
業
機
械

北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
会

ソ
ー
を
研
究
し
、
再
び
富
士
重
工
業
株
式

化
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
は
、
「
戦
争
中
、

（
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
か

会
社
に
お
い
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
国
産
化

軍
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と

で
る
２
・
７
」）

を
図
り
、
昭
和

年
、
外
国
製
品
に
比
べ

聞
く
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
」
と
気
に

30

て
遜
色
の
な
い
国
産
機
が
誕
生
す
る
に
至

な
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

＊
２
月
１
日
（
日
）
～
２
月

日
（
土
）

28

っ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
す
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
軍
だ
け
が

釧
路
湿
原
自
然
再
生
事
業
紹
介
パ
ネ
ル

ま
た
、『
伐
木
運
材
徑
營
』（
加
藤
誠
平

持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
と
思
い

展
（
シ
ル
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
き
わ
台
ヒ

朝
倉
書
店

発
行

昭
和

年
９
月

日
）

「
軍
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
」
を
調

ル
ズ
）

27

15

に
は
、
林
業
機
械
要
覧
と
し
て
、
メ
ー
カ

べ
て
み
ま
し
た
。

ー
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
た
も
の
が
収

日
本
軍
と
い
っ
て
も
、
対
象
と
な
る
の

＊
２
月
４
日
（
水
）

録
さ
れ
て
お
り
、
初
の
国
産
機
（
２
馬
力
、

は
当
然
陸
軍
で
あ
り
、
歩
・
騎
・
砲
・
工

第
５
回
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

重
量

）
も
「
伐
木
造
材
用
動
力
鋸
」

・
輜
の
陸
軍
五
大
兵
科
の
一
つ
で
、
築
城

30
kg

の
名
称
で
登
場
し
ま
す
。

・
架
橋
・
坑
道
掘
削
・
爆
破
等
を
任
務
と

＊
２
月
４
日
（
水
）

用
途
と
し
て
、
「
伐
木
、
玉
切
、
薪
切

す
る
技
術
兵
科
で
あ
る
工
兵
な
ら
、
大
量

第

回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

14

等
に
そ
の
利
用
範
圍
は
廣
く
、
捕
鯨
船
の

の
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
「
軍
に

鯨
骨
處
理
作
業
に
も
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て

お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
」
を
持
っ
て
い

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

い
ま
す
。
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
林
業
以

た
だ
ろ
う
と
見
当
を
つ
け
、『
工
兵
入
門
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

外
（
山
で
は
な
く
海
）
で
も
使
わ
れ
て
い

（
佐
山
二
郎

光
人
社

発
行

平
成

年

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

24

た
よ
う
で
す
。

月

日
）
を
参
考
に
、
調
査
開
始
で
す
。

ご
覧
下
さ
い
。

12

15
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